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     図 1 復興ウォッチャー調査（2012年 2月～2016年 8月） 

         （集計：岩手県立大学 総合政策学部 高嶋研究室） 

2016年 8月調査時点の調査対象者 151名。 回収率は 81.4％。 

 

 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 「いわて復興ウォッチャー調査」とは、 

  岩手県は、復興に対する地域住民の主観的実感を把握するため、沿岸の被災 12市町村に 

  居住又は就労している特定の人を対象に、定期的にパネル調査を行なっている。 

   当初の調査対象者 153名   

性別：男性 105名（69％）、女性 48名（31％） 

年齢：29歳未満 5名（3％）、30歳代 30名（20％）、40歳代 49名（32％）、50歳

代 45名（29％）、60歳以上 24名（16％）、 

職業：自治会、地域づくり団体、学校の教員、雇用支援機関、福祉関係者、郵便局、

金融機関、漁業者、農業者にわたる。 
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資料２ 


